
     

No２３  平成２２年９月１３日（月） 

相愛苑秋祭りボランティアに秀峰生５名が参加しました。・・・４日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ前には多くのお客様 

○小林市大字北西方にある相愛苑の

秋祭り（１６：００～２１：００）

で、焼きそば、フランクフルト、焼

肉、駐車場警備担当として、本校生

がお手伝いしました。高原高校の福

祉科５名も一緒に参加し、みなさん

に喜んでもらえたようです。再編準

備中の２校が、このような形で、地 

域に日頃の感謝の気持ちを込めて、 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼肉担当で一生懸命働きました。 

貢献していく機会をできるだけ設けていきたいものです。（ボランティア同好会をさらに活発に！） 

 

秀峰一期生が就職試験で健闘し、全員が内定を勝ち取ることを祈っています。 

○８月２７日（金）～９月７日（火）の間の７日間で、１００名余りの就職希望者の面接を４人（校

長、教頭２人、事務長）で、実施しました。５名または４名１組での集団面接の形で実施しました。 

服装容儀面、礼儀作法、目線、表情、落ち着き具合、反応などもチェックし、それぞれに問題点を指

摘し、本番まで万全の準備をして、秀峰一期生としての「自信と誇り」を持って臨むよう話しました。 

質問事項は、主に以下のような内容でした。必要最低限の質問です。これだけは、しっかり応答を。 

・なぜ、本社を希望したのですか。動機を述べてください。 ・自己 PR をしてください。 

・小林秀峰高校は、どのような学校ですか。 ・内定後、どのような高校生活を送りますか。 

・最近のニュースで、関心のあることはどんなことですか。 

 ☆最近、円高が続いています。生徒が希望している会社にとって、円高はどのような影響があるの 

かを聞いてみてください。意外に知らなかったりするようです。 

 ☆内定後の過ごし方については、「会社の求める人材に一歩でも近づく努力をする。例えば、高校生   

  の間に、必要な資格を取得したい。」と答えた生徒もいました。 

 ☆本年度は、「内定後の過ごし方」についての取り組みを検討し実施していきたいと考えています。 

  いいアイデアがありましたら、進路指導部、３年学年会等へお知らせください。 

 

Please write S if you think the ALT(Jonathan) was surprised. 

○７日（火）、１年機械科の英語の授業はでは、ジョナサン先生が、

日本の習慣等について、いろいろな国の ALT が、驚いたか、驚か

なかったかの質問をしながらの授業がありました。生徒たちは一生

懸命に取り組んでいました。以下の事項について、ジョナサン先生

はどうだったでしょうか。考えてみてください。（答えは裏面に。理

由は本人に直接聞いてみるのも英会話の勉強になると思いますよ。） 

1) People take off their shoes before they go inside a house. 

2) There are fast food restaurants in Japan. 

 

積極的に手を挙げていました。 

  3) People slurp when they eat noodles.  4) There is cleaning time at school. 

  5) People sleep on futons.  6) Students ride bicycles to school. 

 

学校評議員会を開きました。・・・９日（木）１５：００～１７：００ 校長室にて 

○４名の評議員さんが出席されました。（１名欠席）秀峰生が、資格取得や部活動、ボランティア活動

などで、頑張っていることを評価してくださいました。しかし、次のような指摘もありました。 

 ・自転車の二人乗りをときどき見かける。  ・高校生らしい男女交際になっているのだろうか。 

・最近、校外で、あいさつする生徒が尐なくなってきたような気がする。 

地元の方々が、本校を今まで以上に支援したいという声を、最近よく聞きます。それに、応えるため

にも、「秀峰ブランド」の確立をもっともっと意識して目指していってほしいと思っています。 

秀峰通信『啐啄』 



インターンシップ事前指導を行ないました。・・・本校は１１年目の歴史（工業時代から） 

○今年も２年生が、１４日（火）～１６日（木）の３日間、地域の企業で職場体験を行ないます。経

済状況の依然として厳しい中、生徒たちを育てることに、地域の企業（７７社）の方々も協力してく

ださっています。感謝しなければなりません。「生徒たちを受け入れてよかった」と、言われるように、

この貴重な体験の機会を自分のため、みんなのために、精一杯生かす努力をしてきてほしいものです。 

 

湯浅先生による事前指導 

＜若者自身の職業人としての資質等をめぐる問題＞ 

・勤労観・職業観（働くことへの関心、意欲、態度、目的意識、 

 責任感、意志等）の未熟さ 

・コミュニケーション能力（話す・聞く、対人関係）、 

基本的マナー等の低下 

・社会環境や生活環境変化に伴う若者の精神的・社会的自立の遅れ 

 と進路意識の希薄によるモラトリアム傾向（フリーター、ニート、

早期離職） 

＜インターンシップとは＞・・・生徒たちの体験の様子を次回は報告します。 

 生徒が望ましい勤労観・職業観および職業に関する知識や技術を見に付けるとともに、自己の個性

を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる（キャリア教育）のため、産業の現場などで、

在学中に就業体験を行なうものです。つまり、「学ぶこと」と「働くこと」を結びつける体験です。 

 

高原高校の体育大会に行ってきました。・・・残暑の中、みんなハッスル！ 

○１１日（土）、素晴らしい青空の下、実施されました。阿久根校長先生が、「３学年揃っての最後の

体育大会を、最高に楽しい思い出に残る大会にしてください。」とあいさつされました。また、生徒

会長が「待ちに待った体育大会です。応援の練習も頑張ってきました。みんなで協力して、思い出に

残る大会にしましょう。」とあいさつしました。８月末まで、口蹄疫で大変だったようですが、開催

できることをみんな喜んで、一生懸命取り組んでいる姿が、とても爽やかでした。 

 

赤白青３団による選手宣誓 

☆残暑が厳しいこともあって、

熱中症対策には、細心の注意が

はらわれていました。給水タイ

ムが競技のたびに設けられ、こ

まめに水分を補給するように指

示がありました。また、帽子を

しっかりかぶることや、できる

だけ日陰にいて、競技のための

集合は敏速にするを実践。 

 

思わずガッツポーズ！ 

保護者の方々も大勢、応援に見えていて、楽しんでいらっしゃいました。いい体育大会でした。 

（赤団）生産流通科 （白）食品化学科 （青）福祉科 

☆来年度は生産流通科と食品化学科が一つになって農業科になり、福祉科とともに本校に入学します。 

 

※体育大会のシーズンになりました。近隣の中学校でも、１２日（日）、１８日（土）、１９日（日）  

 と、体育大会が目白押しです。本校でも１０月１６日（土）に向け、応援の練習が開始しています。 

 

※二学期になり、各中学校で開催される高校説明会が、９月下旬から、次々に開催されます。現在、

連絡があったのは、以下の通りです。本年度から、農業科と福祉科の募集も本校は行なっています。

多くの先生方に、説明会に行って、本校の PR をしていただきたいと思っています。 

・９月２４日（金）笛水中、西小林中 ・９月２７日（月）須木中 ・１０月１９日（火）後川内中 

小林郵便局から感謝状をいただきました。・・・１０日（金） 

○毎年、年末年始の年賀状配達に、本校生が協力しているということで、感謝状をいただきました。 

「この時期、多くの生徒さんが、きちんとした仕事ぶりで、お手伝いしていただくことに感謝します。」 

と感謝の気持ちが述べられました。本校生は、このような形でも、地域に貢献しています。 

 ※この記事については、本校 HP にも、写真付きで掲載中です。 

＜答え＞ （１）N（２）N（３）S（４）S（５）N（６）S  S：surprise  N:not surpurise 


